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　平成24年１月13日（金）、ホテルマロウドイン熊谷に於い
て、組合員33名、青年部３名、関連企業34社48名、来賓４
名、報道３社の参加を頂き、新春賀詞交歓会が盛大に開催
されました。
　講演会、ミニコンサート、懇親会の３部構成という、盛
りだくさんの企画で、時間に押された感はありましたが、
どのイベントも充実した内容でした。

第１部　新春講演会
　まずは、第一部新春講演会。全日
本印刷工業組合連合会　教育労務専
門委員会委員長　佐竹一郎氏を講師
に迎え、『「見える化」から始める収
益改善～社員全員に個人事業主意識
を～』をテーマにご講演頂きまし

た。
　佐竹一郎氏
をご紹介しま
すと…1987年
大東印刷工業㈱入社。営業職を兼務
で89年DTP導入・立ち上げ。93年
同社専務取締役。97年CTP導入に
よってプリプレスのデジタル化を完
成。98年代表取締役専務。自社開発

のERP※１による業務管理システムを導入し、「生産工程の
見える化」に着手。03年ERPを進化させたMIS※２による
「全業務情報の見える化」の成果で05年～08年まで約10％
の経常利益率を得る。05年大東印刷工業㈱代表取締役社長
就任し、2012年完成の「東京スカイツリー」の真下で都市
型印刷業の新たな業態を探求中という、しっかりと先を見
据えながら地に足をつけ着実に実行に結びつける意志の強
さや、私たちの為に惜しみもなく情報提供して下さる器の
大きさを持ち合わせる、勤勉で行動力・判断力に優れる若
きリーダーです。
　講演内容は、プロフィールの通り、実際にご自身が実践
されてきた「見える化」を通して、成功例や失敗例なども
交え、収益改善策や環境対応の重要性をご講演頂きまし
た。ご本人は至って謙虚な方ですので、否定されるかもし
れませんが、ご自分の言葉で話される姿は、社員全員が個
人事業主意識を持つ大変強い会社を構築された自信の表れ
ではないでしょうか。それだけに迫力があり説得力のある
講演となりました。

第２部　ミニコンサート
　続いて第二部は、ミニ
コンサート。好評だった
昨年に引続き、ピアノに
林恭子さん、フルートに
岡村加寿子さんをお迎え
し、ベルディ作曲「乾杯
の歌」～「マイフェアレ
ディ」まで５曲を奏でて頂きました。どれも聞き覚えのあ
る曲で、耳に親しみやすく本当に心癒されるひと時でし
た。アンコールのリクエストにお応えできず大変失礼致し
ましたが、後日改めて演奏頂ける場面を企画したいと思い
ますので、ご希望の方は、是非、ご期待下さい。

ERP※１【Enterprise Resource Planning】の頭文字
直訳では企業資源計画。つまりERPは、経営資源の最適化を実現
するためのツールである。
日本語に訳すときは統合基幹業務パッケージと記述され、この言
葉が示している通り、企業内にある基幹業務（会計、販売、在
庫・購買、生産、人事・給与）で必要な情報を一元的に管理する
仕組み。
MIS※２【Management Information System】の頭文字
「経営情報システム」の略。1970年代に経営管理のために導入さ
れたコンピュータシステム。また、その運用を専門に行う部門。
経営者が業務上の判断を行う際に必要な情報を、必要なときに提
供するシステム。

新春賀詞交歓会　新春賀詞交歓会　

講師佐竹氏
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第３部　新春賀詞交歓会
　そしてお待ちかねの第三部　新春
賀詞交歓会。若さあふれる惠青年部
会長の元気な開会宣言で開幕いたし
ました。尚、惠会長は今期、全青協
（全国青年印刷人協議会）の副議長
としてご活躍される予定です。埼玉
から初めての快挙ではありますが、
大変な労力も伴う場面もあろうかと思われます。是非、皆
さまからの暖かい応援を宜しくお願いいたします。
　続いて新井理事長から、厳しい時代だからこそ、組合の
意義を活用していこうとのご挨拶を頂きました。テーマ
は、「競争ではなく共創ネットワーク」です。組合は、民
間一社ではできないことが、皆が集うことによって、この
難局のいくつもの課題を打ち破る可能性が広がります。ま
た、関連業者さんも含めて、そこに集う方々から知恵や刺
激からのヒントを享受し、自社に反映させたり、自身を高
めたりすることができます。さらに技術交流や仕事の交流
を始められることも可能です。是非とも事業等に積極的に
参加頂き、より強力な共創ネットワークを構築していきた
いというのが主旨です。
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で幕開け！で幕開け！

　来賓のご挨拶には、埼玉県中小企業団体中央会会長　星
野進様、熊谷市長　富岡清様、熊谷市より輩出の埼玉県議
会議員　森田俊和様の３名、ご本人様をお迎えしました。
　中小企業団体中央会は、47の各都道府県にあり、中小企
業の組合を会員とし、組合を通じて中小企業の発展に寄与
することを目的にしています。埼玉県では昭和31年７月に
設立、只今824の組合やグループが加入しており、当組合
としても今後もより連携を深め、組合活動に生かして参り
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たいと思っております。
　続いて渋木副理事長より、34社48名様の参加を頂いた関
連企業、報道３社３名様の紹介の後、関連企業を代表して
株式会社吉岡社長　吉岡薫様より、用紙業界の状況説明を
頂くと共に、今後埼印工組と共に力を合わせて参りたいと
いう、力強いご挨拶を頂きました。
　そして中村顧問の元気なご発声で乾杯、宴の開幕です。

ビール瓶を片手に名刺交換というお
馴染みの光景が始まり、先程までと
は打って変った賑やかさ…。そんな
賑やかさが一時間以上も続くバイタ
リティを皆さんお持ちなので、印刷
業界はまだまだ頼もしい！
　宴も進み今年度の役員が登壇。理

事長自らマイクを握り、一人一人のスタッフの活躍に期待
を込めて紹介致しました。続いて青年部の紹介は、現役だ
けでなくOB全員が登壇。舞台に溢れんばかりの人・人・

閉会挨拶岩渕副理事長浦和支部熊谷支部

椎橋常務理事青年部初代会長より一言青年部集合

人…歴史の重さを感じました。
　そしていよいよ宴も終盤。今回設営にご尽力頂いた椎橋
熊谷支部長と熊谷・鴻巣支部メンバーによる中じめは、と
ても元気で活力あるご発声！市長・県議ともご本人にご出
席頂ける、信頼関係を構築している熊谷支部のパワーに敬
服です。
　閉会のことばは岩渕副理事長。「いきいき埼印工」のPR
をしてくださいました。この冊子は、まだまだ未完の大
器。今後、皆さんで育てて生きたいと思います。
　普通ならここで終了のはずですが、料理がまだ出てきて
いる状態。司会が進行を焦りすぎてしまいましたが、最後
は、番外編で浦和支部新保さんと浦和のメンバーによる大
じめできちんと締めることができました。
　新年会は、毎年、年初めに今年一年の豊年を祈って始ま
った行事。我々印刷人もそんな思いを持って集い確認しあ
う大切なひとときです。きっと今年はいい年になります
よ！
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洋紙のご需要は地元埼玉の洋紙店にお願いします

乾杯中村顧問
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　本年度（2011年４月～）より、埼玉県庁における入札
（250万円以上の案件）に関し、①最低制限価格制度が導
入され、②．応札資格として所在地要件（準県内企業の場
合、工場が県内にあることが必要）が課されたことは、皆
様ご承知の通りです。中小企業支援議員連盟（会長：野本
陽一議員）の要望書に対して上田知事が理解を示してくれ
たお陰です。
　最低制限価格制度に関しては、これまでの入札で２度適
用されるケースがありました。いずれも、最安値が最低制
限価格以下の価格だったため、最低制限価格を超える最安
値の価格を提示した企業が落札しています。最低制限価格
制度の導入で、埼玉県庁の電子入札の過当競争に一定の歯
止めがかかったのではないかと考えています。
　ところが、過当競争に一層輪をかける制度が「競り下げ
入札」です。民主党の行政刷新担当大臣等がこの制度を導
入しようとしてきましたが、印刷業界ばかりでなく殆どの
業界から反対意見が出されたようです。このため、しばら
く動きが止まっていたように見えましたが、議員らは業界
の反対意見を押し切って、競り下げ入札の導入を図ってい
るようです。昨年12月14日付毎日新聞の夕刊で、厚生労働

省の「はたちの献血」ポスターで競り下げ入札を実施し
た、との記事が掲載されました。
　新聞によると

　応札者数：８社
　（昨年の契約価格を参考に設定した）入札開始価格：
　　71万円
　競り下げ入札回数：32回
　落札価格：40万円（開始価格の56％）
　厚労省担当者の発言：予想よりも大幅に安くなり、競

り下げの効果はあった

　ということです。恐ろしいですね。32回の入札を行った
ため、落札価格は入札開始価格（昨年の落札価格に近いも
の）の56％までに下がってしまったのです。
　「競り下げ入札」は、「厚生労働省など国の機関が行うも
のであり、埼玉県とは関係ない」とは考えないでくださ
い。埼玉県の電子入札にも「競り下げ入札」の要素はある
のです。
　埼玉県の電子入札も導入後７～８年経過しました。そし
てその結果を公表しています。入札結果を公表して電子入

官公需の入札方法についてのツブヤキ
－適正な競争を望む－

官公需対策委員長　　岩渕　均
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札を実施すると、結果的には「競り下げ入札」を行ってい
ることに極めて近づいてくるのです。埼玉県で毎年行われ
ている「埼玉県財務規則」の電子入札を過去５年遡って調
べてみました。落札価格は次の通りです。
　2007年　　6100冊　　1,317,600円
　2008年　　6000冊　　1,140,000円
　2009年　　6000冊　　1,122,000円
　2010年　　6000冊　　1,071,600円
　2011年　　4700冊　　1,010,500円
　冊数の変化はありますが、落札価格は毎年着実に下がっ
ています。これは情報公開がなされているため、落札しよ
うとする業者は昨年の価格以下の価格を出さざるを得なく
なっているからです。
　この案件は、応札業者が10社程度に限定されている「指
名見積合わせ」なので落札価格の下落率はそれほど大きく
はありませんが、これが、誰でも参加できる「オープンカ
ウンター」であればもっとひどいことになっていたでしょ
う。
　某会計事務所の話では、全国の企業276万社の内、実に
75％が赤字企業である、とのことです。これ以上、企業に

過当競争を強いないでください、最低制限価格を250万円
以下の案件にも適用してください、と悲痛な声が聞こえて
きます。
　経済活動においては「お客様は神様」と言われていま
す。商品を購入し代金を支払ってくれる人を尊重しないで
企業経営は成り立ちません。財政においても同じではない
でしょうか。県にはこの点をご理解していただきたいと思
います。企業とそこに働く社員の税金（Tax Payer　タッ
クス・ペイヤー）で国や地方の財政は成り立っているので
すから。
　埼玉県印刷工業組合官公需対策委員会は、適正な競争は
当然のこととして受け止めておりますが、度を過ぎた競争
には賛成しかねます。電子入札導入後、７～８年経過した
現時点で既に過当競争状態に突入しており、これ以上の競
争を強いることは赤字企業を増やすだけであり、雇用にも
納税にも良い結果をもたらさない、と考えております。委
員会としては、中小企業支援議員連盟様のご指導を頂きな
がら、引き続き県等に対して「経済活動を活性化する適正
な競争状態」の確保をお願いしてゆく所存です。
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　１月28日、秩父の温泉宿「和どう」にて、なんと13時
30分～16時30分以上の３時間を越える研修に、約25名も
参加者が集いました。講師には、半年前からのラブコー
ルが実り、神奈川県印工組から130年企業の大川印刷　
代表取締役社長大川さんに来て頂き、「ＣＳＲ」の基礎
編を勉強致しました。
　大川さん流に総括致しますと「社会に必要とされる企
業と人になる」と解りやすく説明して頂き、そして楽し
く参加したみんなと学ぶ事が出来ました。「ワールド・

カフェ」と言った、テーブルディスカッションスタイル
での情報交換の手法は、社内での会議に直に役立つと感
じる内容でした。秩父までご家族共々来て頂いた大川さ
んには、心より感謝・感謝致します。
　研修後は、まず温泉で疲れを癒した後に、お楽しみの
新年会が始まりました。秩父の銘酒とワインを、心おき
なく呑んで、そして歌って最高の新年会となりました事
に感動しました。参加して頂いた皆さん「ありがとう　ご
ざいました」
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上　講演を真剣に聴く会員
下　ワールド・カフェでの討議が活発です

上　講師大川哲郎氏
下　講演に熱が入ります
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大谷専務理事あいさつ 伊古田会員より一言 小野会員の締め 会は滞りなく終了

乾杯は市川第３代会長 司会は馬場幹事 惠会長あいさつ
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　PRINTNEXT2012が２月４日(土)パシフィコ横浜にて開催されまし
た。若手印刷人の２年に一度の事業になりまして今回は私達全青協を含
む５団体が主催で約460人が集結いたしました。
　基調講演、ワールドカフェ、ソクラテスメソッドと（12：30 ～ 16：
30）３部構成にて開催されました。１部では、「企業の存在価値は何
か」について公共哲学の第一人者である千葉大学の小林正弥教授にご講
演いただきました。公共について、リベラリズムとコミュニタリズムな
どの考え方の違い、コミュニティの意義や公共善を学ぶ場となりまし
た。第２部では「公共」に対して印刷業は取り組むべきかどうか、どう
取り組むか、何が障害になるかについて、約300名の会場で５人を１グ
ループでのディスカッションを行い、第３部では再び小林先生による対
話型講義を、グループワーク内容を元に行いました。
　その後、（16：45～18：00）５つの分科会が開催され、希望のセミナ
ーへ出席する形式でした。私はインナーブランディング構築セミナーを
受講しました。内容はブランディング構築の為には「お客様にとっての
最大の魅力や価値を自分たちが発見すること」であり、具体例として、
「サトーカメラ」や「ジャパネットタカタ」、「トーキューハンズ」をあ
げての講演となりました。
　その他、未来の印刷展の最優秀賞表彰では、絵部門は作品名「何でも
印刷機」前野あいさん（11歳）、作文部門は作品名「未来の印刷」大木
泰雅さん（12歳）がそれぞれ受賞し、表彰式が行われました。

　全国青年印刷人協議会　第25回全国協議会が２月５日
(日)（10：00 ～ 12：00）パンパシフィック横浜にて開
催されました。各県より２名の議員とオブザーバの約
100名での開催になりました。神奈川より出向されてい
た江森克治議長（㈱協進印刷）をはじめとする役員の任
期満了に伴い、この２年間の事業報告と次期24～５年度
の議長・副議長の承認がありました。議長は東京より出
向の滝澤光正議長（滝澤新聞印刷㈱）、関東甲信越静地区を代表しての副議
長は、青年部会長の惠勇人副議長（㈱埼京印刷）が承認されました。
　また、全国印刷工業組合連合会水上光啓会長より「業態変革の水上印刷～
変革を進めるための管理、それは人事の管理～」について講演がありまし
た。水上印刷で具体的な変革をどうしてきたか、今どうしているかについ
て、水上社長の経験や経営理念を織り交ぜた内容でした。

　２日間を通して感じたことは、組合に携わる意味や意義
が時代の変化によって変わったと思うことです。まさに生
き残りをかけての事業運営の最中、未来に対してのモデル
や指標が明確にない今、時代変化に適応すべく私達企業が

どう進むべきなのか改めて考える時間となりました。
　以上、報告とさせていただきます。ありがとうございま
した。

たつみ印刷㈱　新　道行

2月4日 PrintNext2012

PrintNext開会

小林教授 江森議長

ワールドカフェ

2月5日第25回全国協議会
全国青年印刷人協議会

新年度議長・副議長

全青協水上会長講演

運営にて（惠会長）

全青協のとりくみ全青協のとりくみ全青協のとりくみ全青協のとりくみ
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　平成23年10月22日、千葉市生涯学習センターにおいて、
全国青年印刷人協議会関東甲信越静ブロック協議会が開催
され、埼印工組から惠・新の両議員で参加いたしました。
まず初めに、議長の江森さんから「ＣＳＲを取り入れて企
業戦力として欲しい」と強い言葉を頂き、続いてＣＳＲの
実例発表が千葉県の協議員から２例紹介され地域やお客様
に密着したレベルの高い取り組みに驚きました。
　ワークショップでは「街・社会に一人ひとりの力を活か
すために～私からはじめる印刷業のＣＳＲ」をテーマに、
各地域ごとの特色が表れた意見交換が行われました。最後

のＣＳＲガイドラインセミナーで一番印象に残った言葉
が、大川副議長の「社会に必要とされる会社と人間にな
る」ＣＳＲを学ぶ企業として大切なキーワードになるはず
です。全てを通して充実した一日となり、千葉県工組のみ
なさまありがとうございました。

全青協関東甲信越静
ブロック協議会に
参加して 10月22日

全青協のとりくみ全青協のとりくみ全青協のとりくみ
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　県民の日は明治４年に埼玉県が誕生し100年を記念して昭和46年に定められたようです。今
年で41回目の県民の日を迎えたわけです。埼玉の歴史を良く知り、地理的風土の良さを感じて
埼玉県人として誇りを持ち続けたいものです。

受賞（平成23年度県民の日）に浴して
理事長　新井正敏

新井理事長が産業功労賞を受賞！

　産業功労賞の受賞の理由は以下の通りです。
　永年に亘り「埼玉県印刷工業組合の理事、副理事長、理事長
として業界の振興発展に尽力してきたこと、リーダーとして各
種事業を推進寄与してきた」ことによるものでした。
　これからも埼玉県印刷業界の改善、発展に組合員と共に努力
してまいる所存であります。
　この受賞は埼玉県印刷工業組合が受けたもので、埼印工組が
県に認められたことに他なりません。心より嬉しく、深く感謝
申し上げます。
　この度は誠にありがとうございました。
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　14日会恒例の親睦旅行が10月22日・23日に開催されまし
た。会としては20年位前に佐渡旅行があり２回目となりま
した。旅行会社では佐渡１周の旅としてありますが、島の
細くくびれたとろを往復しただけです。宿は夕日の綺麗な
相川温泉。絵に描いたような綺麗な夕日を見ることが出来
ましたが、写真を撮る立場から言えば手前に何があるかで
写真の善し悪しは決まるものですが、手前に何もない、た
だ綺麗な夕日でした。
　佐渡といえば定番の金山、前回と比べると坑道も良く整
備され、人形も全て動き台詞付き、かなり精巧に出来てい
てイメージは一新されていました。佐渡歴史伝説館は１話
ごとに舞台があり台詞に合わせた登場人物の表情、仕草が
実に自然で豊かな表現に、日本のロボット技術のすばらし
さに感心しました。売店には北朝鮮拉致被害者のジンキン
ズさんがいて、又酒蔵の見学の帰りにジンキンズさんの娘
さんが手を振って見送りにきました。実際に被害者に会っ
てみると解決に向けてなかなか進展しないもどかしさを強
く感じました。

　前回には無かったトキの森公園、いくつかの目的別のケ
ージに分けられて飼育されていますが、もっとスケールの
大きいケージを想像して居ましたが、以外と狭いところで
自由に飛べるものではありませんでした。日本の野生のト
キが平成15年に36歳で死亡、中国産のトキから繁殖したも
のが佐渡に現在97羽いるそうです。平成20年最初の放鳥以
来22年３回目の放鳥が行われ、残念ながら自然に飛ぶトキ
の姿は今回の旅行の中では見ることができませんでした。
元はといえば乱獲により絶滅したと言われていますが、１
度絶滅したものを元に戻すには、いかに大変な努力と多く
の予算が必要とされるかが良く理解出ました。今回の旅の
素晴らしさは、日本の精細なロボット技術の水準の高さ、
北朝鮮による拉致問題を身近に感じ、１度壊した自然環境
を元に戻す難しさを知ったことです。

14日会
佐渡４分の１周の旅

熊谷・鴻巣支部　椎橋　俊夫

秋田県大曲市・角館武家屋敷見学　　23年２月26・27日
路上にはまだ左右３mからの雪が残り、横手の雪のかま
くらをみて、会員一同新年の親睦をしてきました。
（秋田県角館、武家屋敷前にて）
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訃　報
１月10日　㈲アサヒプリンティング工業（川越支部）
　　　　　社長　野澤　寿雄様
　心よりお悔やみを申し上げます

浦和支部

支部だより支部だより
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左上　自由の女神とレインボーブリッジ
左下　てんとう虫（トヨタ博物館）
右下　冬晴れのひなたぼっこ

　四季の移ろいを感じることができる秩父地方。自然の厳しさと美しさに圧
巻される三十槌の氷柱は、冬の奥秩父の見どころの一つです。秩父の花は１
月の蝋梅からはじまり、福寿草、節分草、カタクリなどの花とともに春を迎
えます。一年中花が見られる秩父へ息抜きに行ってみるのはいかがですか。

たつみ印刷㈱　金縄　和亮

高橋印刷製本㈲　高橋　徹

秩父の冬景色

紙




